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春爛漫　飛騨高山は見どころいっぱい

ト
ピ
ッ
ク
ス

春
と
秋
に
イ
ベ
ン
ト

町
並
に
ぴ
っ
た
り

き
も
の
さ
ん
ぽ

温
泉
ガ
ス
ト
ロ

６
月

日
開
催

平
湯
温
泉
一
帯
で

奥
飛
騨
温
泉
郷

宿
泊
客
に
好
評

「
湯
巡
り
手
形
」

屋
台
の
特
別
曳
き
揃
え

外
国
人
宿
泊
者


年
は

万
人

前
年
比
８
％
増

五
つ
の
温
泉
地
が
点
在


を
超
え
る
露
天
風
呂

台の屋台が一堂に
新元号祝うイベント

５月１日開催

提
灯
行
列
と

手
筒
花
火
で

（１０）第２９８０号 第３種郵便物認可 ２０１９年（平成３１年）４月６日（土曜日）

　　　新穂高の湯

　　　　豪華絢爛な屋台。春と秋の屋台が揃うのはめったにない

　　　着物を着て歩く外国人も増えている

雄
大
な
景
色
を
間
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
新
穂
高
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
（
写
真
上
）
と
宿
泊
客

に
好
評
な
「
湯
巡
り
手
形
」

（
同
右
）

　
飛
騨
高
山
を
中
心
と
し
た
周
辺
地

域
に
は
白
川
郷
や
石
川
県
の
金
沢
、

富
山
県
の
五
箇
山
な
ど
古
き
良
き
日

本
を
伝
え
る
歴
史
的
建
造
物
や
自

然
、
伝
統
工
芸
、
食
文
化
な
ど
が
連

綿
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
は
国
際
的
に
も
評

価
が
高
い
。
五
箇
山
と
白
川
郷
の
合

掌
造
り
集
落
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
久
し
い
が
、
２
０
１
６
年

月

に
は
飛
騨

高
山
の
屋

台
行
事

（
高
山

祭
）
も
世

界
遺
産
に

登
録
さ
れ
、
知
名
度
が
一
気
に
上
が

っ
た
。

　
外
国
人
の
関
心
も
高
く
、
飛
騨
高

山
を
訪
れ
る
旅
行
者
も
増
加
傾
向
に

あ
る
。

　
高
山
市
に
よ
る
と
、

年
の
外
国

人
宿
泊
者
数
は
前
年
比
８
％
増
の


万
２
３
０
１
人
と
な
り
、
過
去
最
高

を
記
録
し
た
。
世
界
遺
産
効
果
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
積
極
的
な
誘
致
、

フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
な
ど
受
け
入
れ

態
勢
の
整
備
で
、
外
国
人
が
ス
ト
レ

ス
な
く
快
適
な
旅
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
の
成
果
が
表
れ
て
い
る
。

　
最
も
多
い
の
は
台
湾
の
９
万
６
２

５
０
人
だ
が
、
前
年
比
約

％
減
に

と
ど
ま
っ
た
。
一
方
、
伸
び
率
が
高

い
の
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
（

％
増
の
１

８
７
２
人
）
や
中
国
（

％
増
の
４

万
９
３
３

５
人
）
、

マ
レ
ー
シ

ア
（

％

増
の
１
万

３
６
１
１

人
）
、
タ
イ
（

％
増
の
３
万
４
１

７
２
人
）
な
ど
。
欧
米
も
順
調
に
増

え
て
い
る
。

　
月
別
に
み
る
と
、

年
は
４
月

（
７
万
３
６
９
９
人
）
や

月
（
５

万
１
１
８
２
人
）
が
多
い
。
高
山
祭

の
開
催
に
加
え
、
季
節
的
に
過
ご
し

や
す
い
こ
と
も
要
因
の
一
つ
の
よ
う

だ
。

　
飛
騨
高
山
と
い
え
ば
、
ま
ず
思
い

浮
か
ぶ
の
が
春
と
秋
に
行
わ
れ
る

「
高
山
祭
」
。
春
の
「
山
王
祭
」

（
毎
年
４
月

、

日
開
催
）
と
秋

の
「
八
幡
祭
」
（
同

月
９
、

日

開
催
）
の
総
称
で
、
日
本
三
大
美
祭

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

　
祭
り
行
事
は
国
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
、
祭
屋
台
は
重
要
有
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
２

０
１
６
年

月
に
は
「
高
山
祭
の
屋

台
行
事
」
が
ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育

科
学
文
化
機
関
）
の
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
、
世
界
の
祭
り
と
し
て

の
地
位
を
確
保
し
た
。

　
山
王
祭
と
と
も
に
、
今
年
注
目
を

集
め
そ
う
な
の
が
５
月
１
日
に
行
わ

れ
る
「
高
山
祭
屋
台
の
特
別
曳
き
揃

え
」
で
、
皇
太
子
さ
ま
の
新
天
皇
即

位
に
伴
う
、
新
元
号
制
定
を
記
念
し

た
特
別
イ
ベ
ン
ト
だ
。

　
山
王
祭
の
屋
台

台
と
、
八
幡
祭

の
屋
台

台
の
計

台
が
同
じ
日
に

曳
き
揃
え
ら
れ
る
の
は
、
世
界
遺
産

登
録
を
記
念
し
て
実
施
さ
れ
た

年

４
月
以
来
と
な
る
。

　
こ
の
時
は
「

年
ぶ
り
と
な
る
総

曳
き
揃
え
」
（
飛
騨
・
高
山
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
）
だ
っ
た
。
め

っ
た
に
見
ら
れ
な
い
イ
ベ
ン
ト
だ
け

に
、
５
月
１
日
は
貴
重
な
機
会
と
い

え
る
。

　
会
場
は
高
山
祭
の
祭
礼
地
域
内
。

か
ら
く
り
実
演
も
行
わ
れ
る
。

　
雄
大
な
自
然
を
バ
ッ
ク
に
、
野
趣

あ
ふ
れ
る
露
天
風
呂
で
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
の
が
飛
騨
山
脈

（
北
ア
ル
プ
ス
）
の
麓
に
広
が
る
奥

飛
騨
温
泉
郷
だ
。
平
湯
、
福
地
、
新

平
湯
、
栃
尾
、
新
穂
高
の
五
つ
の
温

泉
地
の
総
称
だ
。

　
高
山
市
内
か
ら
バ
ス
で
約
１
時
間

の
距
離
に
あ
る
。
湯
量
豊
富
で
、
露

天
風
呂
は
大
小
合
わ
せ
て
１
０
０
カ

所
以
上
あ
り
、
そ
の
数
日
本
一
と
い

わ
れ
る
。
新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
や

上
高
地
、
乗
鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
な
ど

日
本
屈
指
の
山
岳
景
勝
地
も
近
く
、

雄
大
な
自
然
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
平
湯
温
泉
は
温
泉
郷
の
中
で
一
番

古
く
か
ら
あ
る
温
泉
地
。
岐
阜
県
と

長
野
県
を
結
ぶ
安
房
ト
ン
ネ
ル
の
岐

阜
県
側
玄
関
口
に
位
置
す
る
。
関
東

方
面
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
上

高
地
や
乗
鞍
岳
へ
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

が
発
着
す
る
平
湯
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

が
あ
る
。

　
福
地
温
泉
は
山
の
静
寂
に
包
ま
れ

た
秘
湯
的
な
温
泉
地
で
、
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
が
漂
う
。
温
泉
街
に
は
朝

市
が
あ
り
、
四
季
折
々
の
野
菜
や
山

菜
、
天
然
の
キ
ノ
コ
、
民
芸
品
な
ど

が
並
び
、
地
元
の
特
産
品
を
買
う
こ

と
が
で
き
る
。
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
に
ピ

ッ
タ
リ
。

　
新
平
湯

温
泉
は
温

泉
郷
の
中

心
に
あ

る
。
大
型

ホ
テ
ル
か

ら
和
風
旅
館
、
民
宿
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
タ
イ
プ
が
あ
り
、飲
食
店
も
多
い
。

奥
飛
騨
名
水
「
た
る
ま
水
」
と
、
た

る
姫
伝
説
が
残
る
「
縁
結
び
の
地
」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
栃
尾
温
泉
は
栃
の
木
が
多
く
あ
っ

た
こ
と
に
由
来
す
る
と
か
。
素
朴
な

民
宿
が
多
く
、
の
ど
か
で
静
か
な
雰

囲
気
が
特
徴
。

蒲
田
川
は
イ
ワ

ナ
や
ヤ
マ
メ
な

ど
渓
流
魚
の
宝

庫
と
し
て
知
ら

れ
、
釣
り
人
に

も
人
気
。

　
新
穂
高
温
泉
は
槍
ヶ
岳
や
穂
高
連

峰
な
ど
北
ア
ル
プ
ス
の
登
山
口
に
あ

る
温
泉
地
。
眺
望
豊
か
な
宿
泊
施
設

が
点
在
し
、
エ
リ
ア
内
に
は
温
泉
郷

随
一
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
・
新
穂
高
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
が
あ
り
、
多
く
の
観
光

客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　
温
泉
地
を
舞
台
に
、
そ
の
地
域
特

有
の
食
や
自
然
、
文
化
・
歴
史
を
歩

く
こ
と
に
よ
っ
て
体
感
で
き
る
「
Ｏ

Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」
。
健
康
志
向
の
高
ま
り

を
背
景
に
、
新
し
い
体
験
型
旅
行
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
昨
年
５
月
、
奥
飛
騨
温
泉
郷
の
平

湯
温
泉
一
帯
で
初
め
て
実
施
さ
れ

た
。
５
０
０
人
ほ
ど
が
参
加
し
、
好

評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
６
月


日
、
再
び
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
平
湯
温
泉
は
中
部
山
岳
国
立
公
園

に
あ
り
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
温
泉
地

（
国
民
保
養
温
泉
地
）
だ
。
温
泉
郷

の
中
で
は
一
番
古
く
か
ら
あ
る
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
市
営
あ
か
ん
だ

な
駐
車
場
が
発
着
地
と
な
り
、
約
８

㌔
の
コ
ー
ス
を
自
分
の
ペ
ー
ス
で
歩

く
。
日
本
の
滝
百
選
の
平
湯
大
滝
、

豊
か
な
山
野
草
が
咲
き
、
野
鳥
も
多

い
平
湯
自
然
探
勝
路
な
ど
を
歩
く
か

た
わ
ら
、
地
酒
や
地
ビ
ー
ル
な
ど
を

楽
し
み
な
が
ら
、
飛
騨
牛
の
串
焼
き

に
舌
鼓
。

　
歩
い
た
後
は
温
泉

で
ゆ
っ
く
り
体
を
い

た
わ
る
。

　
参
加
費
は
大
人
３

５
０
０
円
、
小
・
中

学
生
２
５
０
０
円
。

参
加
申
し
込
み
締
め

切
り
は
５
月
末
を
予

定
し
て
い
た
が
、
３

月
中
旬
に
は
定
員
の

３
０
０
人
に
達
し
た

た
め
、
受
け
付
け
は

終
了
し
て
い
る
。

　
参
加
者
の
た
め
に

お
得
な
宿
泊
プ
ラ
ン

を
用
意
し
て
い
る
旅

館
・
ホ
テ
ル
も
多
く

あ
り
、
１
泊
し
て
山

間
の
豊
か
な
自
然
を

満
喫
し
て
ほ
し
い
。

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
で
売
ら
れ
て
い
る

湯
巡
り
手
形
「
奥
飛
騨
湯
け
む
り
達

人
」
が
宿
泊
客
に
好
評
だ
。
豊
富
な

湧
出
量
を
誇
る
奥
飛
騨
の
温
泉
を
心

ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
手
形

だ
。

　
手
形
は
１
枚
１
２
０
０
円
（
税
込

み
）
。

軒
の
宿
泊
施
設
で
利
用
で

き
る
。
こ
れ
ら
施
設
の
ほ
か
売
店
な

ど
で
も
販
売
し
て
お
り
、
有
効
期
間

は
発
行
か
ら
１
年
間
。

　
手
形
の
裏
に
３
枚
の
入
浴
シ
ー
ル

が
張
り
付
け
て
あ
り
、
入
浴
の
際
は

フ
ロ
ン
ト
に
手
形
を
提
示
し
、
シ
ー

ル
を
は
が
し
て
渡
す
。
シ
ー
ル
枚
数

は
施
設
に
よ
っ
て
異
な
る
。
ま
た
、

シ
ー
ル
を
は
が
す
と
下
地
に
温
泉
郷

の
マ
ー
ク
が
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
マ
ー
ク
が
三
つ
揃
う
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
ラ

ッ
キ
ー
特
典
」
を
付
け
て
い
る
。

　
温
泉
郷
や
手
形
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
奥
飛
騨
温
泉
郷
観
光
協
会
、

☎
０
５
７
８
（
８
９
）
２
６
１
４
。

　
４
月

日
に
は
新
元
号
を
提
灯
行

列
と
手
筒
花
火
で
祝
う
イ
ベ
ン
ト
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。
観
光
客
も
参
加

で
き
、
旅
の
良
き
思
い
出
と
な
り
そ

う
だ
。

　
計
画
に
よ
る
と
、
場
所
は
高
山
陣

屋
―
弥
生
橋
間
で
、
午
後
６
時
か
ら

８
時
ご
ろ
ま
で
行
わ
れ
る
。
市
民
、

観
光
客
総
勢
５
０
０
人
の
参
加
を
見

込
ん
で
い
る
。
雨
天
の
場
合
は
５
月

１
日
に
順
延
す
る
。

　
手
筒
花
火
は
毎
年
８
月
９
日
の
厄

（
や
・
く
）
に
ち
な
み
、
厄
払
い
を

願
い
な
が
ら
花
火
を
打
ち
上
げ
る

が
、
提
灯
行
列
は
初
の
試
み
。

　
飛
騨
高
山
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら

明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
町
家
が
残

る
。
市
内
中
心
部
に
あ
る
古
い
町
並

は
し
っ
と
り
と
し
た
雰
囲
気
を
醸
し

出
し
、
着
物
姿
に
よ
く
な
じ
む
。

　
春
（
４
月

日
～
５
月

日
）
と

秋
（
９
月
７
日
～

月

日
）
に
は

「
飛
騨
高
山
き
も
の
さ
ん
ぽ
」
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
。
期
間
中

の
土
・
日
・
祝
日
、
春
と
秋
の
高
山

祭
に
開
催
さ
れ
、
着
物
や
裃か

み
し
も

、
着

付
け
に
必
要
な
小
物
一
式
を
貸
し
出

す
。

　
も
ち
ろ
ん
着
付
け
も
す
る
の
で
気

軽
に
利
用
で
き
る
。
子
ど
も
用
も
あ

り
、
親
子
で
体
験
で
き
る
の
が
う
れ

し
い
。

　
料
金
は
１
人
２
時
間
ま
で
２
５
０

０
円
（
以
後

分
ご
と
に
５
０
０
円

追
加
）
。
記
念
写
真
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
ほ
か
、
市
内
の
観
光
施
設
に
割

引
、
ま
た
は
無
料
で
入
館
で
き
る
通

行
手
形
も
貸
し
出
す
。
問
い
合
わ
せ

は
飛
騨
・
高
山
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
、
☎
０
５
７
７
（
３
６
）
１

０
１
１
。


